










































チャラン バブプリータ プラタップ 




































































３.1 カメラシステムの構築  





















図２（左） 組み立中の様子        図３（右） 内側から見た様子 
 
３.２ 型の撮影 
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 まずのべ６４人分の撮影データにそれぞれが上手いか下手か、２値のラベルを付けた。将来的に
は型に点数をつけることを目指すが、現段階では問題を簡単化するために２値のラベルとした。被
験者には型を全力で２回、わざと下手に２回演じてもらったが（以降「全力型」「手抜き型」と呼称
する）、ラベル付け作業では全力型か手抜き型かは伏せた状態でラベルを付けた。よって、全力型で
も下手のラベルが付いたり、手抜き型でも上手いのラベルが付いている場合がある。これは、全力
型でも被験者全体で見ると相対的に下手であったり、手抜き型でも上手である場合があるからであ
る。 
 次に、各撮影データを技ごとに６分割した。「少林拳１」の型は５つの技と、終了の礼を含めた計
６ステップに分割することができるため、５つの技の終わりで区切って６分割とした。 
 この撮影データはパスワードをかけた端末およびオンラインストレージに保管している。身体的
特徴などの個人情報を含むためオンラインストレージの URLをここに記載することは避ける。 
 
4.結果 
 当初の予定から大きく外れ、本研究期間内ではデータセットの作成のみに止まった。撮影データ
が個人情報を含むため研究開始のための手続きが予想以上に煩雑であったこと、また多数の被験者
を誘導することの煩雑さにより時間を消費し、本研究の本命であった学習工程まで進むことができ
なかった。本事業の枠組みの中ではデータセットの作成のみになってしまったが、引き続き研究を
進めて行きたい。 
 
